
発行日 2017年　8月　31日

紹介者 土木広報センター　センター次長　　小松 淳

土木広報センター　ニュースレター　（No.2）　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　夏休みのご家族とご近所に

　全国で多くの夏休み行事が行われている。専門新聞の見出しに「けんせつ小町活躍現場見学
会」、コンクリートの硬さや重さ学ぶ「夏のリコチャレ」、土木学会の親子現場見学会＠新横浜駅
16人の「博士」が誕生！、宮城建協が「夏休み自由研究大作戦in仙台」に出展、線路を歩こ
う！！夏休み親子見学会＠名古屋市、などなど。

　それらに先駆け、7月8日土曜日、七夕の翌日に四谷の土木学会を会場として、初の試み
「オープンキャンパス土木学会2017」を開催した。コンサルタント委員会市民交流研究小委員
会が長年全国各地で実施してきた市民交流行事「土木ふれあいフェスタ」を核に今回は地盤工
学委員会斜面工学研究小委員会、構造工学委員会、トンネル工学委員会、土木図書館、関東
支部、ほか会員企業有志の協力を得て、下記の館内案内図のとおり、土木会館全体を使った
行事となった。

　「土木学会」を旗印にした初めての行事がどうなることかと思ったが、大きな狙いであった会員
の家族に来てもらう、近隣の人たちに来てもらう、をなんとか達成できた。偶然の賜物であったも
のの、土木学会に隣接する「ジェクサー・フィットネスクラブ四谷」のスイミングクラブの帰りがけの
親子連れの皆さんに多数参加してもらった。通りがかりに立ち寄った人が半分以上であり、「この
会館の横をいつも通っていて中がどうなっているのか気になっていました。（30歳代女性、未就学
児2人）」「身近であることが実感できました。（40歳代男性、小学生1人）」というアンケートの書き
込みもあった。

　土木界ではこれまで知ってもらうための努力を数多く積み重ねてきた。これからも継続して続け
ていくことに変わりはないが、すぐ身の回りにいる家族、すぐ近所にいる人たちに「土木」を知って
もらうためにできる工夫はもっともっとありそうだ、と感じた今回の土木学会本部行事であった。普
段見過ごされていると思っていた「土木学会」に興味があった？ それならば、普段の居住地や
勤務地、出かけた先の行楽地で目にするちょっとした工事や構造物も取り扱い方次第で、興味
の対象になったり、理解が進んだり、ということがあるのではないか。夏休みの帰省の際に、ここぞ
と地域の土木遺産を訪ねる時間はないかもしれない。普段の生活の中でアピールする機会を増
やす、そして、そのふれあいから得られるものは、実は「土木」の側にいる我々にとって、それが一
番大事なもの、と再認識させられることだ。

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内
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名　　　称 第49回報道機関懇談会

広報対象 （C-Ⅰ）報道関係者

活動期間 平成29年5月29日（月）16：00-17：00

場　　　所 土木学会講堂

担　　　当 土木広報センター　企画グループ長　　大幢 勝利

内　　　容

　平成29年5月29日（月）16：00から土木学会講堂にて「平成28年度会長特別タスクフォース『現場イノ
ベーションプロジェクト』」と「オープンキャンパス土木学会2017」をテーマとして第49回報道機関懇談会
が開催されました。
　土木学会では、昨年４月、平成28年度会長特別タスクフォース「現場イノベーションプロジェクト～次
世代に繋ぐ生産現場のあり方～」（委員長：田代民治会長）を立ち上げ、土木の生産現場の生産性・安
全性の向上、働き方改革に向けて、学会としての様々な活動を進めてきました。
　今回の報道機関懇談会では、本タスクフォースの約１年間の活動内容についてご報告するとともに、
この一環として行った「土木の現場で働く人たち」写真コンテストの審査結果を発表しました。あわせ
て、6月1日（木）に開催する「現場イノベーションプロジェクト」シンポジウムの概要を紹介しました。
また、土木学会では、7月8日（土）に、「オープンキャンパス土木学会2017」と称して、土木学会本部構
内を開放し、多くの方々に土木の魅力を体感していただける行事を開催することとなりました。
　日頃、仕事や研究で土木に携わる方々やその家族、土木分野への進学・就職希望者などにお越しい
ただき、土木の新たな一面に触れ、理解・関心を一層深めていただくのがねらいです。また、地域の
方々もお招きし、地域・社会に開かれた学会として学会が有する多彩な知見や資源を社会へ還元し、
貢献していくことも目的としております。
　今回の報道機関懇談会では、「オープンキャンパス土木学会2017」の概要について説明いたしまし
た。

状　　　況

テーマ
「平成28年度会長特別タスクフォース『現場イノベーションプロジェクト』」、「オープンキャンパス土木学
会2017」

話題提供者：
土木学会　会長　　　　　田代 民治（鹿島建設（株））
土木学会　平成28年度会長特別タスクフォース
副幹事長　　　　　　　　　大内　斉（鹿島建設（株））
「土木の現場で働く人たち」写真コンテスト
審査委員長　　　　　　　西山 芳一（土木写真家）
土木学会　コンサルタント委員会
　　　　　委員長　　　　　椛木 洋子（（株）エイト日本技術開発）
土木学会　コンサルタント委員会　市民交流研究小委員会
　　　　　小委員長　　　　黒川 信子（日本工営（株））
　　　　　副小委員長　　　川上 佐知（復建調査設計（株））
土木学会　専務理事　　塚田 幸広
司会：土木学会　土木広報センター
企画グループ長　　　　　大幢 勝利（労働安全衛生総合研究所）

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ



名　　　称 土木学会Facebookページ　いいね！ランキング

広報対象 （B-Ⅲ）一般市民・利用者

活動期間 2017年4～5月

場　　　所 土木学会Facebookページ

担　　　当 土木広報センター　情報集約・発信グループ長　小松 淳

Facebookページへの合計いいね！２８，１８３ （2017年6月6日現在）

【2017年　4月　いいね！ランキング】

【2017年　5月　いいね！ランキング】

状　　　況

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ

順位 いいね シェアコメント 投稿メッセージ

1 1307 169 20 【マップショップ】ブラタモリでもおなじみの「赤色立体地図」無料ダ
ウンロード提供、日本全国から好きな地域を選択可

2 790 70 37 【乗りものニュース】日本最長約30kmの「私道」！　行き交うクル

マも規格外、なぜできた？（画像8枚）

3 577 51 19 【乗りものニュース】高速道路「特別転回」とは？　目的地を通りす
ぎたときに覚えておきたい対処法

4 549 45 2 【日経コンストラクション】良いコンクリートに不可欠な1枚の紙

5 517 36 17 【どどーんと２００立米】小島組（名古屋市港区）、所有グラブ浚渫
船がギネス認定

2017/5/2集計

2017年04月01日～31日集計結果

順位 いいね シェア コメント 投稿メッセージ

1 1090 67 14 【銘板プロジェクト】「自分が作った」誇りを技術者に！　長野県が
継続、群馬建協は行動指針に

2 599 36 3 【乗りものニュース】高速道路のトンネル入口が斜めになっている
ワケ　渋滞にも効果あり？

3 557 93 11 【まだ白紙から作ってるの？】自治体データで案内地図を手軽に
作成！　パスコの「Mappin Drop」

4 538 22 5 【ニュース動画】台湾 壊された日本人技師の銅像 命日前に修復

終わる［43秒］

5 481 44 7 日本水準原点の施設公開 ■日時: 2017年 5月24日（水）

10:00―16:00
2017/6/6集計

2017年05月01日～31日集計結果



名　　　称 NHKカルチャーセンター・教養講座 

広報対象 （B-Ⅲ）一般市民・利用者

活動期間 2015年～2017年5月22日

場　　　所 NHKカルチャーセンターさいたまアリーナ教室

担　　　当 土木広報センター　土木リテラシー促進グループ長　緒方英樹

内　　　容

　本企画は、全国に55の教室を設け、年間のべ約75万人が受講しているNHKカル
チャー講座と連携して、集客・運営をNHK文化センター、企画と講師派遣を土木学
会が担当するコラボ形式により実施している。教養講座では、土木広報センター・緒
方英樹が担当して、古代から近代までの国土づくりについて、一般市民を対象とし
た講座を行ってきた。特に、NHK大河ドラマの戦国武将たちを、土木の視点から読
み解いて、現在と未来にとって土木とは何かについて問いかけている。
　

状　　　況

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ



名　　　称 土木学会Facebookページ　いいね！ランキング

広報対象 （B-Ⅲ）一般市民・利用者

活動期間 2017年6～7月

場　　　所 土木学会Facebookページ

担　　　当 土木広報センター　情報集約・発信グループ長　小松 淳

Facebookページへの合計いいね！２９，４０１ （2017年8月25日現在）

【2017年　6月　いいね！ランキング】

【2017年　7月　いいね！ランキング】

状　　　況

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ

順位 いいね シェア コメント 投稿メッセージ

1 984 102 39 【リニア新幹線整備が本格化】ＪＲ東海、難工事中心に先行発注

2 937 35 7 【日本地質学会】「ブラタモリ」地質学会から表彰へ　普及に貢献し
ているのは明らか

3 476 26 4 【ニュース動画】面積は約９倍に拡大 西之島の新しい地図が完成

［1分13秒］

4 444 28 5 【北海道上士幌町】「幻の橋」今年で見納め？　水没繰り返し複数
箇所で崩落［動画あり29秒］

5 430 37 6 【乗りものニュース】「プラレール」の駅にもホームドア　58年の歴史

で初　停車・発車にあわせ自動で開閉

2017/7/7集計

2017年06月01日～30日集計結果

順位 いいね シェア コメント 投稿メッセージ

1 1249 70 16 【ニュース動画】大分県に「レッドサラマンダー」災害初出動［59秒］

2 763 74 16 【WIRED】古代ローマ時代のコンクリートは、今も強度を増していた

──その驚くべき理由が解明される

3 616 32 13 【ニュース動画】国の史跡「三連水車」に被害もほぼ原型とどめる

福岡 朝倉［50秒］

4 571 40 2 【現場最前線】国内初のコンクリートダム撤去！　「挑戦」の連続で
進む荒瀬ダム本体撤去

5 506 41 16 【鉄道最前線】丸ノ内線の地上走行は徳川家康のせいだった

2017/8/8集計

2017年07月01日～31日集計結果



名　　　称 オープンキャンパス　土木学会2017

広報対象 （B-Ⅲ）一般市民・利用者

活動期間 2017年7月8日

場　　　所 土木学会

担　　　当 土木広報センター、コンサルタント委員会市民交流研究小委員会

内　　　容

 土木学会では「オープンキャンパス土木学会2017」を開催。日頃、仕事や研究で土
木に携わる方々やその家族、土木分野への進学・就職希望者などにお越しいただ
き、土木の新たな一面に触れ、理解・関心を一層深めていただくことが目的。土木
広報センターでは、「どぼくカフェ」を担当して、「なぜ、戦国武将が土木を？」をテー
マに、土木リテラシー促進グループの緒方英樹が講話。親子連れや一般の方を対
象に、わかりやすいアニメ映像を映したり、農民や地域を守るために戦国武将たち
がおこなった土木事業や災害対応についてお話しした。

状　　　況

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ



名　　　称 土木偉人かるた

広報対象 （A-Ⅰ）土木関係者（土木と学校教育フォーラム参加者）

活動期間 2017年8月6日

場　　　所 土木学会AB教室、ポスターセッション

担　　　当 土木広報センター　土木リテラシー促進グループ　鈴木三馨、緒方英樹

内　　　容
　土木広報センター土木リテラシー促進グループ企画・出版委員会製作による「土
木偉人カルタ」は、2018年初頭に発売予定だが、学校教育関係者が集う土木と学
校教育フォーラムにおいて、デモンストレーションをおこなった。

状　　　況

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ



名　　　称 未来の土木コンテスト

広報対象 （B-Ⅰ）家族・主婦、（B-Ⅱ）幼児・小学生・中学生・高校生

活動期間
募集期間：2017年7月3日～9月8日

技術検討会：2017年11月11日、最終選考・表彰式：2018年1月20日

場　　　所 土木学会、日本科学未来館

担　　　当 土木広報センター　未来の土木コンテストグループ

内　　　容

　土木学会創立１００周年記念事業は、一過性ではなく継続的に実施することを基
本としております。１００年後に実現したい夢のテクノロジー（Ｔ）とアイデア（Ｉ）を公募
した「未来のＴ＆Ｉコンテスト」については、名称を「未来の土木コンテスト」とし第２回
を開催する事となりました。本コンテストでは、小学生から応募された想像する未来
の街に対し、土木技術者による検討チームをつけ、提案者とともにその実現に向け
た技術的検討を行います。
　本コンテストは、子どもたちを中心とする市民と土木技術者が、未来の社会を協同
して考えられる貴重な場となり、さらに土木技術者を一般にＰＲする絶好の機会とな
ります。

状　　　況

問合せ先： 公益社団法人 土木学会 土木広報センター 前田、佐藤、林

〒１６０-０００４ 東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

ＴＥＬ： ０３-３３５５-３４４８ Ｅ-Ｍａｉｌ： ｃｐｒｃｅｎｔｅｒ＠ｊｓｃｅ．ｏｒ．ｊｐ


	名称未設定

